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★活動★ 

月 火 水 木 金 土 

２ 

音楽あそび 

３ 

絵画あそび 

 

 

 

持ち物：スモック 

４ 

運動あそび 

５ 

感触あそび 

 

 

 

持ち物：スモック 

６ 

課題あそび 

 

 

 

 

７ 

運動あそび 

 

 

 

手指あそび 

９ 

運動あそび 

 

 

 

 

１０ 

課題あそび 

 

 

 

 

１１ 

音楽あそび 

 

 

 

 

１２ 

運動あそび 

 

 

 

手指あそび 

１３ 

絵画あそび 

 

 

 

持ち物：スモック 

１４ 

休み 

１６ 

絵画あそび 

 

 

 

持ち物：スモック 

１７ 

音楽あそび 

 

 

 

 

１８ 

制作あそび 

(クリスマス) 

 

 

持ち物：スモック 

１９ 

運動あそび 

 

 

 

 

２０ 

感触あそび 

 

 

 

持ち物：スモック 

２１ 

課題あそび 

 

 

 

 

２３ 

運動あそび 

 

 

 

手指あそび 

２４ 

感触あそび 

 

 

 

持ち物：スモック 

２５ 

クリスマスパーティー 

２６ 

音楽あそび 

 

 

 

 

２７ 

避難訓練(火災) 

課題あそび(大掃除) 

２８ 

休み 

３０ 

休み 

３１ 

休み 

※12月 28日(土)～1月 5日(日)は冬期休暇とさせていただきます。 

※年始は 1月 6日(月)から開所となります。よろしくお願いいたします。 

 

  

 

 

 

 

○公認心理師の来所日 

 ５日(木)、２４日(火) 

○言語聴覚士の来所日 

 ２日(月)、４日(水)、９日(月)、１０日(火)、１２日(木)、１８日(水)、

２０日(金)、２１日(土)、２５日(水)、２６日(木) 

○理学療法士の来所日 

 ６日(金)、１３日(金)、１７日(火)、２３日(月) 

○作業療法士の来所日 

 ３日(火)、１１日(水)、２７日(金) 

○今月の活動 

・感触あそび・・・キネティックサンド（室内用の

砂）を使用して遊びます。手で触ったり、道具

を使って遊んだりして感触を楽しみます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冬期休暇について 

１２月２８日(土)～１月５日(日)は冬期休暇とさせて頂きます。年始は１月６日(月)からのご利用となりますので、お間

違いのないようにお願いします。 

 
 

おしゃべりタイムについて 

12 月 21日（土）に今年度 4 回目のおしゃべりタイム（茶話会）を開催します。子育てのお悩みやお子さまの成長した

姿など、気軽にお話しませんか。詳細につきましては、コドモンにて配信をいたします。みなさまのご参加をお待ちして

おります。 

 
 

 

 

 

こんにちは。今回は子ども さんと 話す時のこと ばの選び方についてお話したいと 思います。子どもは、

私たちが子どもの発達に応じて、使う こ と ばを少し意識するだけで、こ と ばを覚えやすかったり 、まねし

やすかったり 、もっと 話したいと 感じたり するものです。私は発達年齢が 3 歳頃までは“ 犬⇒わんわん”

など実物をイメ ージしやすく 、 繰り 返しが多く 、 言いやすいこ と ばである、『 幼児語やオノ マト ペ（ 擬音

語・ 擬態語）』 を豊富に使います。 成長にあわせて幼児語と 成人語（ 大人が主に使う こ と ば） をあわせて

使いながら（“ も しも し、でんわだね” など）、成人語を増やしていき、こ と ばの長さ も単語から 2 語文、

3 語文と 長く していきます。少しずつ意識的に助詞を使い、抽象度の高いこ と ば（“ しんせつ” など）、文

を名詞化したもの（“ 本を読む⇒読書” など） も 、 意味を添えながら使う よう にしていきます。  

最近は一部に、幼児語はこ と ばの発達に良く ないと の誤解もあるよ う ですが、まだ伝えたいこ と をスム

ーズにこ と ばにするこ と 、こ と ばに含まれる音の聞き分けや構音（ 発音） のための口の形や運動の発達な

どが未熟な幼児には、成人語だけでは聞く にも話すにも負担が大きく なる場合があり ます。幼児語やオノ

マト ペはそのリ ズムがコミ ュニケーショ ンの楽しさを支え、情緒面を豊かにする効果もあり ますので、ど

んどん使っていただきたいと 思います。使っていると こちらも楽し く なってきます。ちなみに幼児語と は

別に「 ○○でちゅか？」「 ○○ちまちょ う ね」 と いった言い方があり 、 この言い方は構音の獲得のために

は避けた方がよいのですが、 このこ と で幼児語全般に否定的な考えが広まったのかもしれません。  

子どものこ と ばは豊かな発見や気づきにあふれています。 私たち自身もいろいろなこ と ばや表現に関

心を持って、 日々のコミ ュニケーショ ンを楽しみたいものです。  

 

言語聴覚士 

                             永山 理香 


